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上
福
岡
市
と
大
井
町
は
隣
接
す
る
自
治

体
と
し
て
通
勤
・
通
学
、
買
い
物
な
ど
の

日
常
的
な
生
活
圏
や
経
済
圏
は
行
政
区
域

を
越
え
て
一
体
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

環
境
問
題
へ
の
対
応
や
防
災
対
策
、
行
政

界
を
越
え
た
道
路
や
市
街
地
の
一
体
的
な

整
備
な
ど
、
行
政
課
題
は
広
域
化
し
て
お

り
、
住
民
に
と
っ
て
は
市
町
境
を
意
識
す

る
こ
と
は
薄
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
両
市
町
は
消
防
・
救
急
体
制

に
つ
い
て
は
入
間
東
部
地
区
消
防
組
合
に

加
入
し
、
し
尿
処
理
は
入
間
東
部
地
区
衛

生
組
合
に
加
入
し
て
広
域
行
政
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

合
併
の
効
果

　

合
併
に
よ
っ
て
、
共
通
す
る
行
政
課
題

に
関
す
る
諸
施
策
を
一
体
的
に
進
め
る
こ

と
が
で
き
、
効
率
的
・
効
果
的
な
ま
ち
づ

く
り
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

両
市
町
の
庁
舎
と
出
張
所
が
利
用
で
き

る
の
で
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
近
く
の

場
所
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
市
町

ご
と
の
文
化
施
設
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど

を
広
域
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
向
上
し
ま
す
。

　

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の

発
表
に
よ
る
と
、
年
少
人
口
（　

歳
以
下
）

１４

が
各
都
道
府
県
の
総
人
口
に
占
め
る
割
合

は
、
平
成　

年
か
ら
平
成　

年
ま
で
の
期

１２

４２

間
を
通
じ
て
、
す
べ
て
の
都
道
府
県
で
低

下
し
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
人
口
（　

歳
６５

　

年
少
人
口
が
横
ば
い
を
示
す
一
方
、

高
齢
者
人
口
は
平
成　

年
の　

・
６
％

１２

１２

か
ら
平
成　

年
に
は　

・
５
％
と
急
激

２７

２４

な
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
団
塊
の
世
代
の
高
齢
化
に

よ
っ
て
、
生
産
年
齢
人
口
を
比
較
す
る

と
平
成　

年
の　

・
４
％
か
ら　

年
に

１２

７３

２７

は　

・
６
％
と
減
少
し
ま
す
。

６１

　

少
子
高
齢
化
の
進
行
は
福
祉
関
係
予

算
の
増
加
を
招
き
、
ま
た
、
生
産
年
齢

人
口
の
減
少
は
、
税
収
の
減
少
は
も
ち

ろ
ん
、
地
域
の
活
力
低
下
に
つ
な
が
り

ま
す
。
こ
の
ま
ま
合
併
し
な
い
と
、
十

分
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

が
困
難
な
状
況
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
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少
子
高
齢
化
は
上
福
岡
市
と

大
井
町
の
財
政
を
圧
迫

　
　

月
１
日
に
開
催
さ
れ
た
第
２
回
会
議
で
新
市
建
設
計
画
が
協

１２
議
さ
れ
、
合
併
の
必
要
性
と
効
果
が
示
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。
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以
上
）
は
、
平
成　

年
ま
で
全
都
道
府
県

３２

で
増
加
し
、
埼
玉
県
は
平
成　

年
に　

・

４２

２８

９
％
に
達
す
る
見
込
み
で
、
平
成　

年
と

１２

比
較
す
る
と
二
倍
以
上
の
増
加
が
予
測
さ

れ
ま
す
。

　

上
福
岡
市
と
大
井
町
で
も
少
子
高
齢
化

が
進
行
し
、
今
後
は
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
需
要
が
増
大
す
る
一
方
、
労
働
者
人

口
の
減
少
に
よ
る
地
域
の
活
力
低
下
に
つ

な
が
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

合
併
の
効
果

　

合
併
に
よ
り
行
財
政
基
盤
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
子
育
て
支
援
や
医
療
体
制
の

充
実
、
地
域
に
密
着
し
た
住
民
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
地
域

の
活
力
が
向
上
し
ま
す
。

　

社
会
経
済
情
勢
が
大
き
く
変
化
す
る
中

で
、
地
方
自
治
体
に
お
い
て
も
高
度
情
報

化
や
環
境
対
策
、
青
少
年
教
育
へ
の
対
応

な
ど
、
行
政
に
対
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
は
ま

す
ま
す
高
度
化
・
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
後
の
財
政
状
況
は
さ
ら
に

厳
し
く
な
る
と
予
想
さ
れ
、
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
こ
れ
ら
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

の
は
困
難
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
専
門
的
で
高
度
な
能

力
を
有
す
る
職
員
の
育
成
や
配
置
、
確
保

な
ど
に
よ
る
行
政
能
力
の
向
上
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　

合
併
の
効
果

　

合
併
に
よ
っ
て
、
小
規
模
な
市
町
村
で

は
設
置
が
困
難
な
女
性
政
策
や
国
際
化
、

情
報
化
、
福
祉
関
係
な
ど
の
専
任
の
組
識

や
職
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
、
専
門
的
か

つ
高
度
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
多
様
な
個

性
あ
る
行
政
施
策
の
展
開
が
可
能
に
な
り

ま
す
。

　

平
成　

年
に
地
方
分
権
一
括
法
が
施
行

１２

さ
れ
、
国
・
県
か
ら
の
権
限
移
譲
が
進
ん

で
い
て
、
地
方
自
治
体
は
主
体
的
な
判
断

と
自
己
責
任
の
も
と
に
、
自
立
し
た
行
政

運
営
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
強
く
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
住
民
に
と
っ
て
身
近
な

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
市
町
村
の
果
た
す
べ
き

役
割
は
、
今
後
さ
ら
に
重
要
に
な
っ
て
行

き
ま
す
。

　

権
限
の
移
譲
に
よ
り
、
市
町
村
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
は
複
雑
化
・
高
度
化
し
、行
財
政

基
盤
の
弱
い
市
町
村
で
は
、
十
分
な
対
応

が
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

合
併
の
効
果

　

合
併
に
よ
っ
て
、
効
率
的
な
行
財
政
運

営
、
自
立
性
の
高
い
財
政
の
確
立
な
ど
、

総
合
的
な
観
点
か
ら
行
財
政
基
盤
を
充
実

し
強
化
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
か
ら　

年
度
ま
で
の
上

１２

１５

福
岡
市
と
大
井
町
の
決
算
額
（
左
グ
ラ

フ
）
を
見
る
と
、
地
方
税
と
地
方
交
付

税
は
３
年
間
で　

億
円
減
少
し
、
逆
に

２４

扶
助
費
は
８
億
５
千
万
円
増
加
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

今
後
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
増
大
に
よ

り
費
用
が
増
加
す
る
一
方
、
国
の
行
財

政
改
革
に
よ
っ
て
、
歳
入
は
さ
ら
に
厳

し
い
財
政
状
況
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

合
併
し
て
効
率
的
な
行
政
運
営
を
行

い
、
財
政
基
盤
を
強
化
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
方
税
と
地
方
交
付
税
で

３
年
間
の
歳
入
が

億
円
減
少

２４
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■飯能市・名栗村
　人口８５，８８６人、面積１９３．１６Km２

　Ｈ１７．１．１合併決定（総務大臣告示）
■秩父市・吉田町・大滝村・荒川村
　人口７３，８７５人、面積５７７．６９Km２

　Ｈ１７．４．１合併決定（総務大臣告示）
■さいたま市・岩槻市
　人口１，１３３，３００人、面積２１７．４９Km２

　Ｈ１７．４．１合併（埼玉県に合併申請）
■熊谷市・大里町・妻沼町
　人口１９２，５２７人、面積１３７．０３Km２

　Ｈ１７．１０．１合併予定（合併協定書締結）
■狭山市・入間市
　人口３０９，３６９人、面積９３．７８Km２

　Ｈ１８．１．１合併予定
■蓮田市・白岡町・菖蒲町
　人口１３３，７９５人、面積７９．５２Km２

　Ｈ１７．１０．１合併予定
■深谷市・岡部町・川本町
　人口１３３，９１４人、面積１２１．７６Km２

　Ｈ１８．１．１合併予定
■小鹿野町・両神村
　人口１５，０６１人、面積１７１．４５Km２

　Ｈ１７．１０．１合併予定
■春日部市・庄和町
　人口２４０，９２４人、面積６５．９８Km２

　合併期日は協議中
■鴻巣市・吹上町・川里町
　人口１２０，２７１人、面積６７．４９Km２

　合併期日は協議中
■行田市・南河原村
　人口９０，５３０人、面積６７．３７Km２

　合併期日は協議中
■皆野町・長瀞町
　人口２０，７５９人、面積９４．０１Km２

　合併期日は協議中
■都幾川村・玉川村
　人口１３，９６６人、面積５５．７７Km２

　合併期日は協議中

★上福岡市と大井町を含めて県内では、
３４市町村が合併の協議中で、既に６市町
村の合併が決まっています。　

�上福岡市と大井町の現状と類似市との比較�
（平成１６年４月１日現在）

朝霞市戸田市富士見市
上福岡市と　
大井町の合計

124,415113,555105,038101,250
人　　口
（人）

  54,655  49,774  42,713  41,135
世　帯　数
（世帯）

    18.38    18.17    19.70    14.67
面　　積
（�）

　　756　　981　　718　　819
職　員　数
(人)

　　　28　　　28　　　26　　　44
議員定数
(人）
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長
期
間
に
わ
た
る
景
気
低
迷
に
よ
っ
て

税
収
の
減
少
や
債
務
増
加
に
よ
る
財
政
の

硬
直
化
、
国
の
行
財
政
改
革
に
よ
る
地
方

交
付
税
の
見
直
し
や
国
庫
補
助
金
の
削
減

な
ど
、
今
後
の
地
方
自
治
体
の
財
政
運
営

は
ま
す
ま
す
厳
し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

　

上
福
岡
市
と
大
井
町
に
お
い
て
も
、
少

子
高
齢
化
の
進
行
や
生
産
年
齢
人
口
の
減

少
に
よ
る
税
収
の
減
少
な
ど
に
よ
り
財
政

的
な
不
安
を
抱
え
て
お
り
、
財
源
不
足
に

よ
り
新
た
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
が
困
難
な
状
況
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

合
併
の
効
果

　

合
併
に
よ
っ
て
、
行
政
組
織
の
ス
リ
ム

化
や
事
務
事
業
の
見
直
し
、
民
間
委
託
の

推
進
な
ど
に
よ
る
簡
素
で
効
率
的
・
効
果

的
な
行
財
政
運
営
が
期
待
で
き
ま
す
。 

　

た
と
え
ば
、
市
町
の
管
理
部
門
や
議
会

の
統
合
に
よ
り
経
費
を
削
減
で
き
、
こ
の

削
減
さ
れ
た
経
費
や
人
員
を
福
祉
や
教
育

な
ど
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
部
門
に
配
置
で
き

ま
す
。

　

ま
た
、
類
似
施
設
の
重
複
投
資
を
避
け

て
効
率
的
な
整
備
が
可
能
に
な
り
、
旧
市

町
の
施
設
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
な
ど
で
有

効
活
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
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